
令和６ 年 10 月 9 日 

 

四国中央市長 篠原 実 様 

 

四国中央市指定管理者選定評価委員会 

委員長 倉澤 生雄 

 

 

指定管理者候補者選考に関する答申書 

 

令和６ 年６ 月 11 日 四政管第 22 号にて貴職から 諮問のあっ た「 四国中央市図書館・ 暁

雨館・ 歴史考古博物館」 の指定管理者候補者の選考について、 当委員会で審議し た結果を

下記のと おり 答申する。  

 

記 

 

１  指定管理者候補者 

NPO法人四国中央市紙のまち図書館 理事長 三宅 威 

 

２  選考理由 

 

当該施設の指定管理者候補者の選考については、 非公募による選考であり 、 四国

中央市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例（ 平成 16 年条例第

49 号） 第５ 条に規定する要件及び条例第４ 条各号に定める審査基準に基づく 点数評

価方式により 総合的に判断し 、 選考するこ と と し た。  

申請のあっ たＮ Ｐ Ｏ 法人紙のまち図書館は、 平成 22 年から 図書館４ 館、 平成 27

年から は図書館に加え、 暁雨館及び歴史考古博物館を一括し て管理する指定管理者

である。「 暮ら し に役立つ図書館」「 文化財、 郷土の歴史学習の拠点」 と いっ た施設

の在り 方の理念や位置付けにより 、 図書館と 博物館等が協働し 、 お互いの魅力を引

き 出す企画等の開催や情報提供等を行い、 施設の魅力づく り と 利用者の拡大に努め

てき た。 また、 施設間や司書と 学芸員の連携だけではなく 、 地域の有識者やボラ ン

ティ ア団体等と のネッ ト ワーク を活用するなど、 さ まざまな市民ニーズに対応し た

サービスの向上を図ると と も に、 地域の文化振興に貢献し ている。  

令和 4 年 10 月に四国中央市電子図書館を開始し た。 電子図書館はいつでも どこ

でも アク セスするこ と ができ 、 青空文庫の活用や地域資料のアーカ イ ブ化、 学校教

育の連携など図書館の DX化を進め、 利便性の向上を図っ ている。 今後も 電子図書

館の蔵書数を計画に沿っ て増やす予定である。  

7 館がお互いの魅力を引き 出す工夫などをし ており 、 こ れまでに培っ た知見やノ



ウハウを生かすと と も に、 経験豊富な有識者や管理を安定し て行う 人的能力を有し

ていると 認めら れる。 物価の上昇など社会情勢が大き く 変化し ている中、 新たな市

民ニーズの把握や開拓と 、 市民満足度を高める工夫と 努力を続けており 、 今後も 施

設の効用を最大限に発揮し 、 市民サービスの向上を期待するこ と ができる。  

こ れら の理由により 、 条例第４ 条及び第５ 条に規定する要件等に合致するも のと

判断し た。 また、 委員全員の平均が 77. 2 点であっ た。  

  以上のこ と から 総合的に判断し 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人紙のまち図書館を指定管理者の候補

者と し て選考し た。  

 

３  審議経過 

( 1)  第１ 回委員会： 令和６ 年７ 月 16 日（ 火） 四国中央市役所５ 階大会議室 

市から 対象施設の概要と 選考要項案などの説明・ 質疑応答 

( 2)  第２ 回委員会： 令和６ 年 10 月９ 日（ 水） 四国中央市役所市民交流棟２ 階会議室 

申請者から 事業計画などの説明・ 質疑応答及び審議 

 

以上 

 



選定基準 審査項目 審査内容 配点
評点

（平均点）

施設の設置目的を理解し、基本方針、事業目標等に反
映されているか 4

市が示した管理の基準と提案内容が合致しているか 4

住民の平等な利用の確保 利用者の平等な利用が確保されているか 5 4

サービス向上のための適切な取組が提案されているか 4

利用者ニーズを的確に把握し、管理運営に反映させる提
案となっているか
トラブルや苦情処理への対応策が提案されているか

4

広報計画の内容が適切か 3

利用促進への取組内容は適切か 4

年間のイベント計画の内容は適切か 4

施設・設備の維持管理内容は適切かまた、効率的か 4

安全管理・安全対策は適切か 4

施設の修繕のための取り組みについて、提案は適切か 4

管理経費の縮減
利用者サービスを低下させずに経費縮減策が図られて
いるか 5 4

安定的な運営が可能となる財政基盤 申請者の財務状況は健全かつ安定したものであるか 5 3

収支計画の内容及び合理性 施設の収支計画と事業計画の整合がとれているか 5 3

安定的な施設の管理運営を行うための組織体制や責任
者の配置について考えられているか 4

職員の採用及び確保の方策は適切か
職員の指導育成及び研修体制は十分か 4

法令等の遵守
個人情報保護、情報公開その他関係法令遵守のための
計画及び体制は適切か 4

文化振興事業の提案 地域の文化振興への寄与が図られる提案か 4

その他の提案・企画
自主事業は、施設の設置目的に沿い、管理業務との相
乗効果が期待できるか 4

地域住民や関係団体との連携と効果
的な管理運営

地域住民や関係団体等との連携や協働による事業展開
などの具体的な提案がなされているか 4

100 77.2

[参考資料]　評価シートによる採点結果

四国中央市図書館・暁雨館・歴史考古博物館

（申請者）　NPO法人四国中央市紙のまち図書館

住民の平等な利用の確保及び
サービスの向上が図られるもの
であること

施設の設置目的及び市が示した管理
の基準 10

利用者に対するサービスの向上 10

公の施設の効用を最大限に発揮
できるものであること

利用促進に向けた取組 15

公の施設の適切な維持管理及び
その管理に係る経費の縮減が図
られるものであること

施設の維持管理の内容及び手法 15

※評点の合計値は、委員全員の評点の平均点のため、標記評点の合計とは異なります

公の施設の管理を安定して行う
物的能力及び人的能力を有する
ものであること

安定的な運営が可能となる人的能力 10

その他 20

合計


